
　私たちは皆様方に喜んでいただける様、誠心誠意、まじ
めに菓子を作ってまいりました。しかし表舞台に登場する
こともなく　、私たちの未熟さにより作り損ねて廃棄処分
になったり、搬送途中に番重の中で形が崩れたり、賞味期限
切れで容赦なくゴミ箱に捨てられて行く菓子たちの無念さ
が、私たちの心を締め付けています。
　菓子たちの気持ちを少しでも理解し、「おもいやり」と
「感謝」の気持ちを持ち続けることが、これからの私たち菓
子職人においてとても必要なことだと感じております。
　今回、生野区南巽の『巽神社』田中宏美宮司様にお願いし
てきむら菓子製作所『菓子まつり』を執り行っていただける
ことになりました。　また日頃使用し、破損した『製菓器具』
たちの供養も一緒にしていただきました。

お神酒をいただく手にも緊張感が…。

         「菓子供養祭」を斉行


